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は
じ
め
に

　

周
防
右
田
氏
（
以
下
、
右
田
氏
）
は
、
周
防
国
佐
波
郡
右
田
保

（
現
、
防
府
市
）
を
本
貫
の
地
と
す
る
大
内
氏
の
一
族
で
あ
る
。

有
力
庶
家
の
一
つ
と
し
て
宗
家
を
支
え
た
が
、
弘
治
三
年
（
一
五

五
七
）
毛
利
氏
の
防
長
侵
攻
に
際
し
、
大
内
氏
を
見
限
っ
て
毛
利

氏
に
味
方
し
た
。
そ
の
後
、
毛
利
氏
に
仕
え
た
が
、
以
降
の
右
田

氏
の
動
向
は
ほ
と
ん
ど
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い（

（
（

。
江
戸
時
代
の

萩
藩
士
の
中
に
は
、
右
田
と
い
う
苗
字
を
名
乗
る
家
は
な
く
、
そ

の
相
伝
文
書
も
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。

　

と
こ
ろ
が
、
近
年
そ
の
一
部
の
原
文
書
が
新
た
に
見
い
だ
さ

れ
、
所
蔵
者
の
御
好
意
に
よ
り
、
実
見
す
る
機
会
を
得
た
。
そ
こ

で
、
本
稿
で
は
、
管
見
に
入
っ
た
右
田
氏
相
伝
文
書
を
復
元
す
る

と
共
に
、
新
出
の
右
田
氏
相
伝
文
書
（
以
下
、「
新
出
右
田
家
文

書
」）
を
翻
刻
・
紹
介
し
た
い
。

　
　

一　

右
田
氏
に
つ
い
て

　

ま
ず
は
、
右
田
氏
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。
右
田
氏

は
、
大
内
貞
成
の
子
盛
長
が
周
防
国
佐
波
郡
右
田
保
に
拠
っ
た
こ

と
に
始
ま
る
と
い
う（

（
（

。
十
二
世
紀
末
の
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）

十
一
月
に
周
防
阿
弥
陀
寺
の
用
料
田
畠
を
定
め
置
い
た
周
防
国
衙

在
庁
官
人
の
置
文
や
坪
差
の
日
下
に
署
判
し
て
い
る
「
散
位
多
々

良
盛
綱
」
が
右
田
氏
の
史
料
上
の
初
見
で
あ
ろ
う（

（
（

。
下
っ
て
十
三

〈
史
料
紹
介
〉

周
防
右
田
氏
の
相
伝
文
書
に
つ
い
て

和　

田　

秀　

作
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世
紀
後
半
、
右
田
八
郎
が
周
防
国
衙
の
健
児
所
の
兄
部
職
を
務
め

て
お
り（

（
（

、
こ
の
頃
右
田
氏
が
周
防
国
衙
の
有
力
在
庁
官
人
で
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
鎌
倉
最
末
期
に
「
長
門
探
題
」

北
条
時
直
に
従
軍
し
た
「
右
田
父
子
」
が
伊
予
国
平
井
城
に
て
討

ち
死
に
し
て
い
る
か
ら
、
右
田
氏
が
周
防
の
有
力
武
家
と
し
て
も

活
動
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（
（

。

　

南
北
朝
期
に
入
っ
た
暦
応
二
年
（
一
三
三
九
）
頃
、
右
田
重
貞

は
、
所
領
を
め
ぐ
っ
て
周
防
国
衙
と
紛
争
を
起
こ
し
、
国
衙
の
使

者
を
打
擲
し
、
刃
傷
に
及
ん
だ（

（
（

。
こ
の
後
、
周
防
国
で
は
、
足
利

直
冬
の
下
向
の
影
響
も
あ
っ
て
、
宗
家
の
大
内
氏
が
惣
領
権
を
め

ぐ
っ
て
長
弘
流
（
守
護
家
）
と
弘
幸
流
（
在
庁
大
内
介
）
と
に
分

裂
・
抗
争
す
る
が
、
こ
の
内
乱
期
に
お
け
る
右
田
氏
の
動
静
は
明

ら
か
で
は
な
い
。
そ
の
後
の
応
安
七
年
（
一
三
七
四
）、
大
内
氏

の
氏
神
で
あ
る
氷
上
妙
見
社
上
宮
の
上
棟
が
な
っ
た
際
に
馬
を
献

じ
た
人
々
の
な
か
に
、「
右
田
殿
」
と
「
右
田
弥
三
郎
殿
」
の
名

が
見
え
る
か
ら（

（
（

、
遅
く
と
も
こ
の
頃
に
は
複
数
の
家
に
分
か
れ
て

活
動
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

大
内
弘
世
か
ら
義
弘
へ
の
代
替
わ
り
の
頃
か
ら
は
、
右
田
弘
直

（
伊
豆
守
）
が
石
見
国
で
活
動
し
て
い
る
。
弘
直
は
、
少
な
く
と

も
至
徳
二
年
（
一
三
八
五
）
十
月
〜
応
永
二
年
（
一
三
九
五
）
八

月
石
見
国
守
護
代
の
地
位
に
あ
り
、
大
内
氏
の
石
見
国
支
配
を

担
っ
た（

（
（

。
ま
た
、
応
永
の
乱
後
の
内
紛
を
経
て
大
内
盛
見
の
地
位

が
安
定
し
た
応
永
十
一
年
（
一
四
〇
四
）
の
国
清
寺
興
行
に
は
、

右
田
義
信（
石
見
守
）が
請
文
を
提
出
し
て
い
る（

（（
（

。
同
時
期
の「
興

隆
寺
供
養
勧
進
帳
」に
は
、
右
田
義
信
と
右
田
虎
法
師
丸
の
二
名
、

「
興
隆
寺
一
切
経
勧
進
帳
」
に
は
右
田
義
信
・
右
田
虎
法
師
丸
・

右
田
越
後
入
道
昌
清
（
弘
房
）
の
三
名
が
そ
れ
ぞ
れ
名
を
連
ね
て

い
る（

（（
（

。
こ
の
頃
の
右
田
氏
の
惣
庶
関
係
は
定
か
で
な
い
が
、
両
勧

進
帳
に
お
い
て
、
虎
法
師
丸
の
奉
加
額
が
一
族
中
で
最
高
額
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
虎
法
師
丸
の
系
統
が
右
田
氏
の
惣
領
で
あ
っ
た
可

能
性
が
高
い
。

　

こ
の
よ
う
に
複
数
の
家
に
分
か
れ
て
発
展
し
て
い
っ
た
右
田
氏

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
後
は
弘
房
の
系
統
の
活
動
が
目
立
つ
。
す
な

わ
ち
、
永
享
年
間
に
大
内
持
世
の
命
で
豊
後
国
に
出
陣
し
た
「
右



周
防
右
田
氏
の
相
伝
文
書
に
つ
い
て
（
和
田
）

九
五

田
参
河
守（

（（
（

」（
貞
勝
） 

や
、
康
正
三
年
（
一
四
五
七
）
に
大
内
教

弘
の
命
で
安
芸
国
に
出
陣
し
た
「
右
田
石
見
守
貞
俊（

（（
（

」 

は
、
弘
房

の
子
や
孫
に
当
た
る
。
後
者
の
貞
俊
は
、
長
禄
三
年（
一
四
五
九
）

に
は
、
大
内
亀
童
（
政
弘
）
の
長
門
一
宮
社
参
に
随
行
し
て
御
幣

役
を
務
め
た（

（（
（

ほ
か
、
享
徳
三
年
（
一
四
五
四
）
十
二
月
〜
寛
正
三

年
（
一
四
六
二
）
十
一
月
大
内
氏
奉
書
の
奉
者
と
し
て
大
内
氏
の

意
思
を
伝
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る（

（（
（

。

　

さ
ら
に
、
応
仁
・
文
明
の
乱
に
参
戦
し
た
大
内
政
弘
に
従
軍

し
、
文
明
年
間
の
初
め
頃
、
摂
津
国
島
下
郡
鳥
養
に
押
渡
り
、
三

宅
城
へ
の
通
路
を
確
保
し
た
「
右
田
左
馬
助（

（（
（

」 

は
、
左
馬
助
と
い

う
官
途
名
か
ら
こ
の
系
統
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
文
明
七
年

（
一
四
七
五
）
長
門
国
河
棚
の
給
所
米
を
長
門
二
宮
護
摩
堂
に
寄

進
し
た
「
多
々
良
貞
安（

（（
（

」
は
貞
俊
の
子
右
田
貞
安
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
貞
安
の
子
弘
量（
弥
三
郎
、
右
馬
助
）は
、
文
明
十
年（
一

四
七
八
）
に
豊
前
国
京
都
郡
の
重
要
拠
点
で
あ
る
馬
岳
城
を
任
さ

れ
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
、
文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
に
は
亀
童
丸

（
大
内
義
興
）
が
氷
上
妙
見
社
上
宮
に
社
参
し
た
際
の
御
供
衆
に

加
わ
っ
て
御
幣
を
受
け
取
り
、
同
時
期
に
夜
廻
人
数
番
の
一
番
に

属
し
て
い
た
か
ら
、
こ
の
頃
は
山
口
に
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（（
（

。

さ
ら
に
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
に
は
、
大
内
義
興
の
名
代
と
し

て
松
崎
天
満
宮
の
十
月
会
に
参
列
し
、
同
時
期
の
興
隆
寺
二
月
会

右
田
氏
略
系
図
　「
新
撰
大
内
氏
系
図
」
を
基
に
私
見
を
加
え
て
作
成

貞
成
　
　
盛
房
　
　
弘
盛
　
　
満
盛
　
　
弘
成
　
　
弘
貞
　
　
弘
家

　
　
　
　
盛
長
　
　
盛
綱
　
　
盛
俊
　
　
弘
俊
　
　
重
俊
　
　
重
貞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弘
賢
　
　
貞
弘

直
重
　
　
弘
直
　
　
盛
直
　
　
弘
貞

弘
房
　
　
貞
勝
　
　
貞
俊
　
　
貞
安
　
　
弘
量
　
　
興
量
　
　
興
安

弘
直
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弘
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弘
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
忠

隆
量
　
　
隆
俊
　
　
元
俊

左
馬
助

道
祖
千
代
丸
、
八
郎
、
八
郎
左
衛
門
尉

伊
豆
守

大
内

法
名
浄
観

三
郎

陶

右
田伊

豆
守
、
石
見
守
護
代

法
名
昌
清

三
河
守

三
郎
、
石
見
守

弥
三
郎
、
右
馬
助
　
弥
三
郎

左
馬
助
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頭
役
未
勤
衆
注
文
に
名
が
見
え
る
な
ど
、
一
門
の
有
力
家
臣
と
し

て
活
動
し
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
、
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
十
一
月

に
豊
後
国
玖
珠
郡
で
の
大
友
氏
と
の
合
戦
に
お
い
て「
当
陣
人
躰
」

と
し
て
臨
み
、
戦
死
し
た（

（（
（

。

　

弘
量
戦
死
後
の
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
三
月
、
周
防
国
に
亡

命
中
の
前
将
軍
足
利
義
尹
を
饗
応
し
た
際
に
、
太
刀
を
進
上
し
た

大
内
氏
家
臣
の
な
か
に
「
右
田
弥
三
郎
」
の
名
が
見
え
る（

（（
（

。
こ
の

弥
三
郎
は
、
同
じ
仮
名
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
弘
量
の
子
興
量
と
考

え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
永
正
四
年
（
一
五
〇
七
）
二
月
に
右
田

妙
見
社
の
神
官
渡
辺
氏
に
対
し
て
、
管
大
夫
に
補
任
し
た
旨
を
伝

え
た
の
は
、
如
親
と
如
信
と
い
う
人
物
が
連
署
し
た
袖
判
の
奉
書

で
あ
っ
た（

（（
（

。
如
親
と
如
信
は
、
系
図
で
弘
量
の
弟
と
し
て
名
が
見

え
る
右
田
弘
如
の
偏
諱
を
受
け
た
者
た
ち
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ

ば
、
袖
判
の
主
は
弘
如
の
可
能
性
が
高
く
、
氏
神
で
あ
る
右
田
妙

見
社
の
神
官
に
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
は
、
興
量
で
は
な
く

弘
如
と
い
う
こ
と
に
な
る（

（（
（

。
こ
の
興
量
と
弘
如
と
の
関
係
も
含

め
、
当
該
期
の
右
田
氏
の
動
静
に
は
不
明
な
点
が
多
い（

（（
（

。

　

興
量
の
子
と
さ
れ
る
興
安
は
、
永
正
十
五
年
（
一
五
一
八
）
〜

大
永
六
年
（
一
五
二
六
）
頃
、
世
襲
官
途
で
あ
る
「
左
馬
助
」
を

名
乗
り
、
右
田
妙
見
社
の
神
官
渡
辺
氏
に
給
分
を
宛
行
い
、
大
内

氏
最
有
力
家
臣
の
一
人
と
し
て
奉
書
に
署
判
し
て
い
る（

（（
（

。
右
田
氏

の
氏
神
で
あ
っ
た
右
田
妙
見
社
の
神
官
を
掌
握
し
、
右
田
氏
一
門

を
代
表
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
彼
が
右
田
氏
の
惣
領
で

あ
っ
た
と
み
な
せ
よ
う
。

　

興
安
の
後
継
者
で
あ
る
右
田
左
馬
助
（
隆
量
）
も
父
祖
と
同
様

に
、
大
内
氏
重
臣
連
署
の
法
度
に
名
を
連
ね
、
松
崎
天
満
宮
の
祭

礼
に
大
内
氏
当
主
の
代
参
を
果
た
し
、
安
芸
国
佐
東
金
山
城
督
も

務
め
る
な
ど
、
大
内
氏
一
門
の
重
臣
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

い
る（

（（
（

。

　

以
上
よ
り
、
少
な
く
と
も
十
五
世
紀
の
半
ば
以
降
、
右
田
氏
の

惣
領
家
と
な
っ
た
の
は
、「
左
（
右
）
馬
助
」
を
世
襲
官
途
と
す

る
弘
房
（
法
名
昌
清
）
の
子
孫
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
左
馬
助
」
を
名
乗
る
右
田
氏
以
外
で
活
動
が
目
立
つ
の
が
、

大
内
義
隆
・
義
長
に
仕
え
た
右
田
興
実
（
玄
蕃
助
、
下
野
守
）
で
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あ
る
。
興
実
は
、
天
文
三
年
（
一
五
三
四
）
大
内
氏
が
豊
後
国
薄

野
浦
を
攻
撃
し
た
際
の
軍
事
指
揮
官
で
あ
り
、
同
十
三
年
〜
十
七

年
頃
に
は
大
友
氏
と
の
前
線
に
近
い
豊
前
国
宇
佐
郡
の
中
心
的
な

城
郭
で
あ
る
妙
見
岳
城
督
を
務
め
て
い
る（

（（
（

。
ま
た
、
こ
う
い
っ
た

軍
事
的
な
活
動
以
外
に
も
、
天
文
七
・
八
年
頃
は
、
筑
前
国
箱
崎

宮
大
宮
司
と
同
国
守
護
代
杉
氏
被
官
河
内
山
氏
の
所
領
紛
争
の
一

件
を
担
当
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
九
州
方
面
で

の
活
動
が
多
い
こ
と
か
ら
、
豊
前
国
玖
珠
郡
野
上
村
右
田
名
を
本

貫
と
す
る
右
田
氏（

（（
（

と
の
関
わ
り
も
想
定
さ
れ
る
が
、
松
崎
天
満
宮

の
祭
礼
の
名
代
を
務
め
て
い
る
こ
と（

（（
（

か
ら
、
興
実
は
や
は
り
大
内

氏
一
門
の
右
田
氏
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
ほ
か
大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
に
大
内
義
興
の
意
を
受
け

て
備
後
国
の
戦
線
へ
派
遣
さ
れ
た
右
田
右
京
亮（

（（
（

や
天
文
七
年
（
一

五
三
八
）
に
大
内
家
の
人
質
と
し
て
山
口
に
あ
っ
た
毛
利
隆
元
の

許
を
大
内
義
隆
の
使
者
と
し
て
訪
れ
た
右
田
甲
斐
守
（
（（
（

な
ど
が
い

る
。
彼
ら
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
系
図
上
の
位
置
づ
け
は
不
明
な

が
ら
、
右
田
氏
の
庶
流
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
右
田
氏
は
、
代
々
軍
事
指
揮
官
と
し
て
各
地
を
転

戦
す
る
一
方
、
平
時
に
は
夜
廻
番
や
大
内
氏
の
寺
社
参
詣
に
同
行

し
て
の
警
備
や
御
幣
役
な
ど
を
務
め
た
。
さ
ら
に
、
単
な
る
軍
事

指
揮
官
や
祭
礼
の
介
添
え
役
で
は
な
く
、
大
内
氏
当
主
の「
人
躰
」

や
「
名
代
」
を
務
め
た
場
合
も
少
な
く
な
い
。
ま
さ
に
大
内
氏
の

一
門
と
し
て
宗
家
を
支
え
る
存
在
で
あ
り
、
署
判
順
位
等
か
ら
う

か
が
え
る
家
格
は
、
大
内
氏
の
庶
子
家
で
は
陶
氏
の
惣
領
家
や
問

田
氏
に
次
い
で
い
る
。

　

歴
史
的
に
こ
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
右
田
氏
で
あ
っ

た
が
、
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
防
長
に
侵
攻
し
て
き
た
毛
利
氏

に
誼
を
通
じ
、
主
家
を
滅
亡
に
追
い
や
る
こ
と
に
な
る
。
右
田
氏

が
毛
利
氏
に
服
属
す
る
過
程
及
び
そ
の
後
の
動
静
に
つ
い
て
は
、

後
述
し
た
い
。

　

右
田
氏
一
族
の
所
領
・
所
職
は
、
本
拠
地
で
あ
る
右
田
保
の
ほ

か
に
、
鎌
倉
期
に
は
周
防
国
衙
の
健
児
所
兄
部
職
や
三
ヶ
所
書
生

職
が
確
か
め
ら
れ
る（

（（
（

。
南
北
朝
期
以
降
は
、
周
防
国
玖
珂
郡
椙

杜
、
佐
波
郡
小
俣
、
吉
敷
郡
矢
原
・
勝
井
、
長
門
国
厚
狭
郡
末
益
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九
八

名
、
豊
浦
郡
河
棚
庄
、
豊
前
国
京
都
郡
久
保
吉
田
庄
、
宇
佐
郡
院

内
、筑
前
国
糟
屋
郡
金
出
、石
見
国
邇
摩
郡
井
田
村
な
ど
に
あ
っ
た（

（（
（

。

　

右
田
氏
が
経
済
的
な
基
盤
と
し
た
右
田
保
は
、
周
防
国
府
の
西

北
域
に
位
置
し
、
国
衙
の
杣
が
あ
る
徳
地
方
面
へ
の
道
と
大
内
氏

の
本
拠
地
で
あ
る
大
内
を
経
て
山
口
方
面
へ
通
じ
る
道
の
結
節
点

で
あ
っ
た
。
同
保
は
、
本
来
は
公
領
で
あ
っ
た
が
、
遅
く
と
も
鎌

倉
前
期
に
は
大
内
氏
の
所
領
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
右
田
氏
は

大
内
氏
の
代
官
と
し
て
当
地
の
開
発
に
携
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る（

（（
（

。

　

右
田
氏
の
居
館
は
、
現
在
の
天
徳
寺
前
面
の
南
西
よ
り
（
廃
要

持
院
の
辺
り
）
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る（

（（
（

。
ま
た
、
居
城
で
あ
る

右
田
岳
城
は
、
十
五
世
紀
半
ば
に
大
内
教
弘
が
築
い
た
と
理
解
さ

れ
て
い
る（

（（
（

。

　

ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
右
田
氏
は
、
南
北
朝
期
に
石
見
国
守
護

代
を
務
め
て
お
り
、
十
五
世
紀
半
ば
に
は
石
見
国
邇
摩
郡
代
（
分

郡
守
護
代
）
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る（

（（
（

。

　

上
層
家
臣
に
は
、
同
名
の
右
田
氏
の
ほ
か
に
国
島
、
来く
り

原は
ら

、
御み

郷ご
う

な
ど
の
諸
氏
が
お
り（

（（
（

、
彼
ら
か
ら
構
成
さ
れ
る
家
中
支
配
組
織

も
十
六
世
紀
初
め
の
永
正
年
間
に
は
確
認
で
き
る（

（（
（

。

　

同
族
庶
家
に
は
、
戦
国
期
に
主
家
大
内
氏
の
筆
頭
家
臣
と
な
る

陶
氏
が
い
る（

（（
（

。
そ
の
陶
氏
と
は
複
雑
な
相
続
関
係
が
著
名
で
あ
る

が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
疑
問
が
多
い（

（（
（

。
ま
た
、
婚
姻
関
係
で

は
、
大
内
義
隆
の
側
近
で
あ
っ
た
相
良
武
任
と
の
縁
組
み
が
知
ら

れ
る
が
、
同
時
代
史
料
か
ら
確
認
は
で
き
な
い（

（（
（

。

　

右
田
氏
の
氏
神
は
、
右
田
妙
見
社
で
あ
り
、
右
田
権
現
堂
も
ゆ

か
り
の
深
い
社
で
あ
っ
た
。
菩
提
寺
は
、
下
右
田
片
山
の
十
輪
寺

で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い（

（（
（

。

　

以
上
の
よ
う
な
権
力
基
盤
に
拠
り
な
が
ら
、
右
田
氏
は
、
所
領

内
の
土
豪
層
を
被
官
化
し
、
神
官
に
官
途
や
給
分
を
与
え
る
な

ど
、
領
主
制
を
展
開
し
て
い
た（

（（
（

。

　
　

二　

右
田
氏
相
伝
文
書
復
元
の
試
み

　

表
1
は
管
見
に
入
っ
た
右
田
氏
相
伝
文
書
（
以
下
、
右
田
家
文
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九
九

書
）
の
目
録
で
あ
る
。
数
量
は
三
三
点
で
、
藩
政
期
に
は
、
少
な

く
と
も
六
箇
所
に
分
散
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
以
下
、
こ
れ
ら

の
文
書
群
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
を
加
え
て
お
き
た
い
。

　

①　

御
郷
家
文
書
（
表
1
の
文
書
番
号
2
・
3
・
16
）

　

萩
藩
士
御
郷
家
に
伝
来
し
た
文
書
の
内
、
弘
治
〜
永
禄
年
間
の

三
点
が
右
田
家
文
書
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。
内
容
は
、
弘
治
三
年
（
一

五
五
七
）
三
月
山
口
に
侵
攻
中
の
毛
利
元
就
・
隆
元
父
子
が
、
右

田
左
馬
助
に
同
心
を
求
め
、
現
形
を
促
し
た
も
の
、
及
び
永
禄
年

間
に
豊
前
国
門
司
で
の
大
友
氏
と
の
戦
い
に
参
戦
し
た
右
田
伊
豆

守
の
馳
走
を
賞
し
た
も
の
に
大
別
さ
れ
る
。　
　

　

御
郷
家
は
、
家
伝
に
よ
れ
ば
、
大
内
義
隆
の
「
里
腹
」
の
子
で

あ
る
康
政
が
右
田
重
政
の
養
子
と
な
り
、
御
郷
と
名
乗
っ
た
こ
と

に
始
ま
る
と
い
う（

（（
（

。
御
郷
氏
は
、
そ
の
後
毛
利
氏
に
仕
え
、
藩
政

期
に
は
萩
藩
船
手
組
に
属
し
、
子
孫
は
連
綿
し
て
い
る
。
も
っ
と

も
、
既
に
義
隆
の
父
義
興
の
時
代
に
、
長
門
国
吉
田
郡
・
厚
狭
郡

の
段
銭
奉
行
を
務
め
た
御
郷
重
保
と
い
う
人
物
が
い
る（

（（
（

か
ら
、
こ

の
家
伝
は
全
面
的
に
信
の
置
け
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
弘

治
四
年
（
一
五
五
八
）
に
御
郷
俊
郷
が
右
田
隆
俊
の
本
領
当
知
行

差
出
を
毛
利
氏
に
提
出
す
る
な
ど
、
御
郷
氏
は
右
田
氏
の
家
宰
的

な
立
場
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
大
内
氏
や
右

田
氏
の
流
れ
を
汲
む
と
い
う
家
伝
を
勘
案
す
れ
ば
、
御
郷
氏
は
右

田
氏
の
庶
流
の
可
能
性
が
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
家
に
右
田
家

文
書
の
一
部
が
伝
わ
る
の
は
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。

　

②　

三
輪
家
文
書
（
表
1
の
文
書
番
号
17
・
19
・
20
・
26
・
27
）

　

萩
藩
士
三
輪
家
に
伝
来
し
た
文
書
の
内
、
五
点
が
該
当
す
る（

（（
（

。

内
容
は
、
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
に
右
田
右
京
亮
に
割
き
与
え

て
い
た
給
地
を
右
田
伊
豆
守
が
知
行
す
る
こ
と
を
毛
利
氏
が
認
め

た
も
の
と
、
右
田
氏
が
在
城
中
の
「
当
城
」
の
守
備
に
関
す
る
も

の
等
に
大
別
さ
れ
る
。

　

三
輪
家
は
、
家
伝
に
よ
れ
ば
、
大
和
国
三
輪
里
を
本
貫
の
地
と

し
、
三
輪
丹
後
守
の
時
に
周
防
国
に
下
向
し
て
大
内
義
隆
の
家
臣

と
な
っ
た
と
い
う
。
大
内
氏
滅
亡
後
は
毛
利
氏
に
仕
え
、
藩
政
期

は
萩
藩
大
組
に
属
し
た
。
丹
後
守
に
は
嗣
子
が
無
か
っ
た
た
め
、

大
内
家
臣
右
田
某
の
末
子
を
嗣
子
と
し
た
と
伝
え
る
。
右
田
家
文
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一
〇
〇

表
１　

右
田
氏
相
伝
文
書
目
録

番
号

年
月
日

文
書
名

宛
所

文
書
群
名

刊
本
名

新
出

1

応
永
32
年
6
月
2
日

大
内
徳
雄
（
盛
見
）
宛
行
状

右
田
三
郎
（
貞
俊
）

常
栄
寺
文
書

山
3
‒
340〈
9
〉

2

（
弘
治
3
年
）
3
月
8
日

毛
利
元
就
・
隆
元
連
署
書
状

右
田
左
馬
助
（
隆
量
）

御
郷
家
文
書

山
2
‒
666〈
1
〉

　

3

（
弘
治
3
年
）
3
月
8
日

毛
利
元
就
・
隆
元
連
署
書
状

右
左
（
右
田
隆
量
）

御
郷
家
文
書

山
2
‒
666〈
2
〉

　

4

（
弘
治
3
年
）
3
月
10
日

毛
利
元
就
・
隆
元
連
署
書
状

右
田

市
川
家
証
文

新
裁
軍
記
‒
455

○

5

（
弘
治
3
年
）
3
月
11
日

毛
利
元
就
・
隆
元
連
署
書
状

右
田
伊
豆
守
（
隆
俊
）

市
川
家
証
文

新
裁
軍
記
‒
456

○

6

（
弘
治
3
年
）
3
月
12
日

毛
利
隆
元
書
状

右
田
（
隆
俊
）

市
川
家
証
文

新
裁
軍
記
‒
456

○

7

（
弘
治
3
年
）
3
月
13
日

毛
利
隆
元
書
状
写

右
田
伊
豆
守
（
隆
俊
）

市
川
家
証
文

新
裁
軍
記
‒
456

　

8

（
弘
治
3
年
）
3
月
15
日

毛
利
元
就
書
状
写

右
田
伊
豆
守
（
隆
俊
）

重
枝
孫
兵
衛
所
持

注
10
‒
157〈
46
〉

9

（
弘
治
3
年
）
3
月
15
日

毛
利
隆
元
書
状
写

右
田
伊
豆
守
（
隆
俊
）

重
枝
孫
兵
衛
所
持

注
10
‒
157〈
47
〉

10

（
弘
治
3
年
）
3
月
17
日

毛
利
元
就
・
隆
元
連
署
書
状
写

右
田
伊
豆
守
（
隆
俊
）

市
川
家
証
文

新
裁
軍
記
‒
457

　

11

（
弘
治
3
年
）
3
月
29
日

毛
利
元
就
・
隆
元
連
署
書
状
写

重
枝
孫
兵
衛
所
持

注
10
‒
157〈
44
〉

12

（
弘
治
3
年
）
卯
月
1
日

毛
利
元
就
・
隆
元
連
署
書
状
写

右
田
伊
豆
守
（
隆
俊
）

重
枝
孫
兵
衛
所
持

注
10
‒
157〈
45
〉

13

（
弘
治
3
年
）
卯
月
23
日

毛
利
元
就
書
状

右
田
（
隆
俊
）

市
川
家
証
文

新
裁
軍
記
‒
482

○

14

弘
治
4
年
4
月
27
日

右
田
隆
俊
本
領
当
知
行
差
出
案
写

大
蔵
院
ほ
か

重
枝
孫
兵
衛
所
持

注
10
‒
160〈
57
〉

　

15

永
禄
3
年
8
月
7
日

毛
利
元
就
・
隆
元
連
署
安
堵
状

右
田
伊
豆
守
（
隆
俊
）
　

　

○

16

（
永
禄
5
年
ヵ
）2
月
14
日

毛
利
元
就
・
隆
元
連
署
書
状

右
田
伊
豆
守
（
隆
俊
）

御
郷
家
文
書

山
2
‒
666〈
3
〉

　

17

（
永
禄
6
年
）
3
月
24
日

毛
利
元
就
書
状
写

右
田
伊
豆
守
（
隆
俊
）

譜
録
み
62
三
輪
正
在

古
文
書
‒
99〈
75
〉

18

永
禄
6
年
3
月
25
日

毛
利
元
就
・
隆
元
連
署
書
状

右
田
伊
豆
守
（
隆
俊
）
　

　

○

19

（
永
禄
6
年
）
3
月
25
日

元
実
書
状
写

右
田
（
隆
俊
）

譜
録
み
62
三
輪
正
在
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一
〇
一

※
刊
本
名
に
つ
い
て

1�　

複
数
の
史
料
集
等
に
収
録
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
近
年
刊
行
さ
れ
た
も
の
を
中
心
に
代
表
的
と
思
わ
れ
る
も
の
を
一
つ
だ
け
示
し
た
。

2　

表
示
は
、
刊
本
名
‒
頁
数
〈
文
書
番
号
〉
と
し
た
。

3　

略
称
の
意
味
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　

�

注
10
：『
防
長
風
土
注
進
案
』
10
（
山
口
県
立
山
口
図
書
館
、1
9
6
5
年
）
／
古
文
書
：『
日
本
の
古
文
書
』（
弘
文
荘
、1
9
8
1
年
）
／
新
裁
軍
記
：『
毛

利
元
就
軍
記
考
証　

新
裁
軍
記
』（
マ
ツ
ノ
書
店
、
1
9
9
3
年
）
／
山
2
〜
3
：『
山
口
県
史
』
史
料
編
中
世
2
〜
3
（
山
口
県
、
2
0
0
1
〜

2
0
0
4
年
）
／
広
島
城
図
録
：
広
島
城
企
画
展
図
録
『
輝
元
の
分
岐
点
』（
広
島
城
、
2
0
1
3
年
）

20

（
永
禄
6
年
）
3
月
25
日

佐
藤
就
綱
書
状
写

右
田
（
隆
俊
）

譜
録
み
62
三
輪
正
在

21

永
禄
13
年
2
月
22
日

毛
利
元
就
安
堵
状

右
田
才
千
代
丸（
元
俊
）
　

 

○

22

元
亀
2
年
2
月
8
日

毛
利
輝
元
安
堵
状
写

右
田
道
祖
千
代（
元
俊
）

重
枝
孫
兵
衛
所
持

注
10
‒
158〈
49
〉

23

（
天
正
10
年
）
7
月
10
日

毛
利
輝
元
書
状

右
田
八
郎
（
元
俊
）

　

広
島
城
図
録
‒
76〈
46
〉

○

24

天
正
19
年
霜
月
19
日

毛
利
輝
元
仮
名
書
出

右
田
八
郎
（
元
俊
）

　

○

25

（
年
未
詳
）
卯
月
26
日

毛
利
輝
元
書
状

右
田
八
郎
（
元
俊
）

　

○

26

（
年
未
詳
）
5
月
12
日

国
司
ヵ
元
相
書
状
写

右
田

譜
録
み
62
三
輪
正
在

27

（
年
未
詳
）
8
月
13
日

毛
利
輝
元
書
状
写

右
田
殿
代
右
田
新
四
郎
ほ
か
3
名

譜
録
み
62
三
輪
正
在

28

（
年
未
詳
）
11
月
10
日

毛
利
輝
元
書
状
写

右
田
八
郎
（
元
俊
）

重
枝
孫
兵
衛
所
持

注
10
‒
157〈
48
〉

29

（
年
未
詳
）
12
月
16
日

毛
利
元
就
書
状
写

み
き
田
御
つ
ほ
ね

譜
録
は
83
原
田
勝
俊

30

右
田
隆
俊
本
領
不
知
行
注
文
写

重
枝
孫
兵
衛
所
持

注
10
‒
159〈
56
〉

31
　

毛
利
元
就
・
隆
元
連
署
書
状
第
二
紙（
断
簡
）
右
田
伊
豆
守
（
隆
俊
）
　

○

32
　

毛
利
元
就
書
状
第
二
紙
（
断
簡
）

右
田
伊
豆
守
（
隆
俊
）
　

○

33
　

毛
利
隆
元
書
状
第
二
紙

右
田
伊
豆
守
（
隆
俊
）
　

○



周
防
右
田
氏
の
相
伝
文
書
に
つ
い
て
（
和
田
）

一
〇
二

書
の
一
部
が
三
輪
家
に
伝
来
し
た
の
は
そ
の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

③　

原
田
家
文
書
（
表
1
の
文
書
番
号
29
）

　

萩
藩
士
原
田
家
に
伝
来
し
た
文
書
の
内
、
一
点
が
該
当
す
る（

（（
（

。

内
容
は
、
永
禄
〜
元
亀
頃
、「
み
き
田
御
つ
ほ
ね
」
か
ら
文
と
紙

を
贈
ら
れ
た
こ
と
に
対
す
る
毛
利
元
就
の
礼
状
で
あ
る
。

　

原
田
氏
は
、
本
姓
多
々
良
氏
で
、
右
田
氏
の
末
裔
と
称
し
、
大

内
義
隆
に
仕
え
た
右
田
局
（
右
田
大
方
）
の
甥
で
あ
る
元
俊
の
時
、

原
田
と
苗
字
を
改
め
た
と
い
う
。
の
ち
毛
利
氏
に
仕
え
、
藩
政
期

は
萩
藩
大
組
に
属
し
た
。
こ
の
家
伝
を
裏
付
け
る
史
料
も
否
定
す

る
史
料
も
な
い
が
、
右
田
氏
の
流
れ
を
汲
む
家
で
あ
れ
ば
、
右
田

家
文
書
が
伝
来
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　

④　

市
川
家
文
書
（
表
1
の
文
書
番
号
4
〜
7
・
10
・
13
）

　

近
世
に
右
田
を
領
有
し
た
毛
利
家
一
門
の
右
田
毛
利
家
臣
市
川

家
に
伝
来
し
た
文
書
群
の
内
に
右
田
家
文
書
が
伝
わ
る
。
十
八
世

紀
半
ば
に
永
田
瀬
兵
衛
が
中
心
と
な
っ
て
ま
と
め
た『
新
裁
軍
記
』

に
「
毛
利
筑
後
広
定
臣
市
川
与
三
右
衛
門
家
証
文
」（
以
下
、
市

川
家
証
文
）
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
六
点
が
こ
れ
ま
で
知
ら
れ

て
い
る（

（（
（

。
内
容
は
、
い
ず
れ
も
毛
利
氏
が
山
口
攻
略
の
た
め
に
防

府
に
迫
り
つ
つ
あ
る
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
三
月
か
ら
、
大
内

氏
を
滅
ぼ
し
て
防
府
を
離
れ
る
同
年
四
月
ま
で
の
、
毛
利
氏
と
右

田
氏
と
の
交
渉
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

市
川
家
は
、
右
田
毛
利
家
の
「
小
臣
通
」
に
属
す
る
禄
高
一
三

石
余
（
嘉
永
頃
）
の
武
士
で
あ
る（

（（
（

が
、
そ
の
具
体
的
な
活
動
は
わ

か
ら
な
い
。
市
川
家
証
文
の
全
貌
も
不
明
で
あ
り
、
こ
の
家
に
な

ぜ
右
田
家
文
書
が
伝
来
し
た
の
か
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

⑤　

重
枝
家
文
書
（
表
1
の
文
書
番
号
8
・
9
・
11
・
12
・
14
・
22
・
28
・
30
）

　

近
世
に
周
防
国
佐
波
郡
田
島
組
の
百
姓
重
枝
孫
兵
衛
家
に
伝
来

し
た
文
書
の
内
、
八
点
が
右
田
家
文
書
で
あ
る（

（（
（

。
内
容
は
、
防
府

に
到
着
し
た
毛
利
氏
と
接
触
を
持
っ
た
右
田
氏
が
、
大
内
氏
が
立

て
籠
も
る
長
門
国
勝
山
城
の
包
囲
網
が
狭
ま
っ
て
い
く
様
子
を
知

ら
さ
れ
た
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
三
月
〜
四
月
頃
の
も
の
と
、

毛
利
氏
家
臣
と
し
て
の
右
田
氏
の
動
静
を
示
す
元
亀
二
年
（
一
五

七
一
）
以
降
の
も
の
に
大
別
さ
れ
る
。

　

重
枝
家
は
、
家
伝
に
よ
れ
ば
本
姓
が
土
師
氏
で
、
勅
使
と
し
て



周
防
右
田
氏
の
相
伝
文
書
に
つ
い
て
（
和
田
）

一
〇
三

松
崎
天
満
宮
に
遣
わ
さ
れ
、
の
ち
周
防
国
に
土
着
し
た
と
い
う
。

掃
部
助
恒
秀
に
嗣
子
が
な
か
っ
た
の
で
、「
右
田
豊
前
守
政
俊
」

の
子
を
養
子
と
し
た
と
伝
え
る
。
藩
政
期
に
は
、
帰
農
し
て
萩
藩

三
田
尻
宰
判
田
島
村
内
中
野
村
の
畔
頭
や
庄
屋
を
務
め
た（

（（
（

。
し
か

し
、
重
枝
家
の
家
伝
は
誤
謬
が
多
く
、
全
面
的
に
は
信
頼
で
き
な

い
。
同
家
に
は
、
豊
後
大
友
氏
と
の
和
平
交
渉
の
た
め
に
将
軍
家

か
ら
遣
わ
さ
れ
、
の
ち
毛
利
氏
家
臣
と
な
っ
た
柳
沢
家
の
伝
来
文

書
も
複
数
伝
わ
る
。
こ
れ
ら
を
勘
案
す
れ
ば
、
近
世
に
村
役
人
を

務
め
た
重
枝
家
に
、
何
ら
か
の
理
由
で
他
家
の
文
書
が
集
積
さ

れ
、右
田
家
文
書
も
そ
の
内
の
一
つ
だ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

⑥　

常
栄
寺
文
書
（
表
1
の
文
書
番
号
1
）

　

現
在
、
山
口
県
文
書
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
「
常
栄
寺
文
書
」

の
中
に
、
本
来
右
田
家
に
伝
来
し
た
と
考
え
ら
れ
る
文
書
が
一
点

含
ま
れ
て
い
る（

（（
（

。
内
容
は
、
応
永
三
十
二
年
（
一
四
二
五
）
大
内

盛
見
が
右
田
三
郎
に
対
し
て
、
石
見
国
邇
摩
郡
井
田
村
を
宛
行
っ

た
も
の
で
あ
る
。

　

常
栄
寺
は
、
臨
済
宗
東
福
寺
派
の
寺
院
で
、
安
芸
国
吉
田
に
創

建
さ
れ
た
毛
利
隆
元
の
菩
提
寺
で
あ
る
。
毛
利
氏
の
防
長
移
封
以

来
、
幕
末
に
宮
野
の
現
在
地
に
移
る
ま
で
、
長
ら
く
上
宇
野
令
の

国
清
寺
跡
地
（
現
在
の
洞
春
寺
の
所
在
地
）
に
あ
っ
た（

（（
（

。
右
田
家

文
書
は
国
清
寺
伝
来
文
書
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
こ
に
至
る
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

以
上
、
管
見
に
入
っ
た
右
田
家
文
書
を
藩
政
期
の
所
蔵
先
ご
と

に
概
観
し
た
が
、
特
徴
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

第
一
に
、
少
な
く
と
も
①
御
郷
家
②
三
輪
家
④
市
川
家
⑤
重
枝

家
に
伝
来
し
た
も
の
は
内
容
上
関
連
す
る
も
の
が
多
く
、
本
来
は

同
一
の
文
書
群
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文

書
群
は
、
何
ら
か
の
理
由
で
、
右
田
氏
の
末
裔
と
称
す
る
家
と
血

縁
的
に
は
無
関
係
な
家
（
地
縁
に
よ
る
も
の
か
）
と
に
分
か
れ
て

伝
わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

第
二
に
、
③
原
田
家
⑥
常
栄
寺
伝
来
の
文
書
は
、
内
容
的
に
他

の
文
書
群
と
の
関
連
性
は
見
い
だ
せ
な
い
。
特
に
常
栄
寺
の
も
の

は
、
唯
一
大
内
氏
時
代
の
も
の
で
あ
る
点
で
異
質
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
時
代
に
注
目
す
る
と
常
栄
寺
の
一
点
を
除
け
ば
、
す



周
防
右
田
氏
の
相
伝
文
書
に
つ
い
て
（
和
田
）

一
〇
四

べ
て
大
内
氏
滅
亡
直
前
の
弘
治
三
年
以
降
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
が
、
大
内
氏
時
代
の
右
田
氏
の
研
究
が
立
ち
遅
れ
て
い
る
一

因
と
な
っ
て
い
る
点
は
否
め
な
い
。

　　
　

三　

「
新
出
右
田
家
文
書
」
の
翻
刻
と
紹
介

　

今
回
翻
刻
・
紹
介
す
る
「
新
出
右
田
家
文
書
」
は
、
個
人
蔵
の

収
集
史
料
の
一
部
で
あ
り
、
年
代
は
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
〜

天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
の
も
の
で
あ
る
。
総
数
は
一
三
点
で
、

そ
の
内
四
点
は
、
こ
れ
ま
で
市
川
家
証
文
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た

文
書
の
原
本
に
当
た
る
。
残
り
の
新
出
の
九
点
も
、
お
そ
ら
く
同

一
の
文
書
群
と
考
え
ら
れ
、
す
べ
て
正
文
で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ

ら
の
文
書
と
他
の
右
田
家
文
書
と
を
関
連
づ
け
な
が
ら
、
弘
治
三

年
以
降
の
右
田
氏
の
動
向
を
探
っ
て
み
た
い
。

　

厳
島
合
戦
後
に
防
長
に
侵
攻
し
て
き
た
毛
利
氏
は
、
弘
治
三
年

三
月
八
日
陶
氏
の
居
城
が
あ
っ
た
富
田
若
山
に
陣
替
し
、
い
よ
い

よ
大
内
氏
領
国
の
首
都
で
あ
っ
た
山
口
を
う
か
が
う
に
至
っ
た
。

同
日
毛
利
元
就
・
隆
元
父
子
は
、
防
府
に
い
た
右
田
左
馬
助
に
立

て
続
け
に
書
状
を
送
り
、
右
田
氏
が
毛
利
方
に
同
意
し
た
こ
と
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
早
々
の
「
現
形
」（
大
内
氏
を
裏
切
っ
て

の
挙
兵
）
を
促
し
て
い
る（

（（
（

。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、「
去
々
年
者
別
而
申
談
候
、
于
今
難

忘
存
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
毛
利
氏
が
大
内
氏
の
一
門
・
重
臣
で

あ
る
右
田
氏
に
調
略
の
手
を
伸
ば
し
、
悪
く
な
い
感
触
を
得
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
内
氏
滅
亡
の
二
年
前
に
既
に
右

田
氏
は
、
宗
家
の
大
内
氏
に
対
す
る
義
理
立
て
よ
り
も
、
一
在
地

領
主
と
し
て
の
自
家
の
存
続
を
優
先
さ
せ
る
道
を
選
択
肢
と
し
て

持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
毛
利
氏
に
加
勢
す
る
こ
と
を
決
め
た
右
田
氏
は
、

連
日
毛
利
氏
に
大
内
方
の
情
報
を
伝
え
る
と
共
に
、
毛
利
軍
の
先

鋒
を
山
口
に
引
き
入
れ
る
た
め
の
軍
事
行
動
を
起
こ
し
た
。
す
な

わ
ち
、
三
月
十
日
ご
ろ
、
大
内
氏
重
臣
の
内
藤
隆
世
が
大
内
義
長

を
強
引
に
高
嶺
城
に
登
城
さ
せ
、
姫
山
城
の
兵
も
引
き
揚
げ
さ
せ

た
ら
し
い
こ
と
や
、
翌
十
一
日
右
田
氏
が
軍
勢
を
派
遣
し
て
大
内



周
防
右
田
氏
の
相
伝
文
書
に
つ
い
て
（
和
田
）

一
〇
五

氏
の
氏
寺
興
隆
寺
が
あ
る
氷
上
を
掌
握
し
た
こ
と
な
ど
を
伝
え
、

毛
利
軍
の
迅
速
な
移
動
を
促
し
て
い
る
（
後
掲
史
料
一
・
二
。
以

下
、
単
に
史
料
一
の
ご
と
く
記
す
）。

　

三
月
十
二
日
、
防
府
へ
移
動
中
の
毛
利
氏
の
許
に
大
内
氏
が
高

嶺
城
か
ら
退
去
し
た
と
い
う
注
進
が
右
田
氏
か
ら
も
た
ら
さ
れ
、

同
日
松
崎
天
満
宮
に
到
着
し
た
毛
利
隆
元
は
、
右
田
氏
に
そ
の
旨

を
伝
え
る
一
報
を
入
れ
た
（
史
料
三
）。
翌
十
三
日
に
は
、
隆
元

は
右
田
伊
豆
守
に
対
し
て
、
山
口
の
こ
と
が
決
着
し
、「
旁
も
被

開
御
運
、
此
方
も
達
本
望
」
大
慶
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る（

（（
（

。
主
家

を
見
限
っ
て
敵
の
毛
利
氏
と
結
ん
だ
右
田
氏
の
選
択
が
容
易
な
も

の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
、
隆
元
の
認
識
か
ら
う
か
が
わ
れ
る（

（（
（

。

　

さ
ら
に
、
三
月
十
四
日
に
は
、
右
田
氏
が
毛
利
氏
の
許
を
訪
れ

て
お
り
、
翌
十
五
日
に
そ
の
返
礼
と
し
て
、
右
田
伊
豆
守
が
元

就
・
隆
元
父
子
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、
太
刀
と
馬
を
贈
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

こ
の
頃
、
右
田
氏
は
自
ら
の
城
や
領
内
に
お
け
る
毛
利
方
の
軍

勢
に
よ
る
狼
藉
へ
の
対
処
を
毛
利
氏
に
求
め
て
お
り
、
三
月
十
七

日
に
何
か
あ
れ
ば
毛
利
氏
が
直
接
処
罰
す
る
旨
の
約
束
を
と
り
つ

け
て
い
る（

（（
（

。
占
領
軍
で
あ
る
毛
利
方
の
軍
勢
が
右
田
保
周
辺
に
も

展
開
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
本
拠
の
山
口
を
捨
て
、
長
門
国
勝
山
城
に
立
て
籠
も
っ

た
大
内
氏
は
、
徐
々
に
毛
利
氏
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の

様
子
は
毛
利
氏
か
ら
防
府
に
い
る
右
田
氏
の
許
へ
も
伝
え
ら
れ
、

四
月
二
日
に
は
小
早
川
氏
の
軍
勢
が
勝
山
城
へ
向
か
う
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
右
田
氏
も
同
じ
く
出
陣
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

延
期
と
な
り
待
機
を
命
じ
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

翌
四
月
三
日
に
は
義
長
が
自
刃
し
て
大
内
氏
が
滅
亡
し
、
防
長

計
略
を
一
段
落
さ
せ
た
毛
利
氏
は
、
四
月
二
十
三
日
に
右
田
氏
と

再
会
を
約
し
て
、
防
府
を
離
れ
た
（
史
料
四
）。

　

弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
十
二
月
〜
翌
弘
治
四
年
六
月
、
右
田

氏
は
寺
領
を
横
領
し
た
と
し
て
周
防
国
分
寺
か
ら
訴
え
ら
れ
る
一

方
、
本
領
の
当
知
行
差
出
や
不
知
行
注
文
を
毛
利
氏
へ
提
出
し
て

い
る（

（（
（

。
防
長
両
国
の
新
た
な
主
と
な
っ
た
毛
利
氏
の
戦
後
処
理
の

重
要
な
課
題
の
一
つ
に
、
所
領
紛
争
へ
の
適
切
な
対
応
が
あ
っ
た

が
、
毛
利
氏
に
協
力
し
た
右
田
氏
も
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
当
知
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〇
六

行
の
安
堵
や
不
知
行
地

の
回
復
を
毛
利
氏
に
求

め
た
の
で
あ
ろ
う
。
永

禄
三
年
（
一
五
六
〇
）

八
月
に
右
田
隆
俊
は
、

毛
利
父
子
か
ら
右
田
保

を
は
じ
め
佐
波
郡
内
の

四
箇
所
で
合
計
し
て
約

六
〇
町
・
分
銭
一
九
四

貫
文
の
土
地
を「
本
地
」

と
し
て
安
堵
さ
れ
て
い

る
（
史
料
五
）。
右
田

氏
所
領
の
中
核
が
具
体

的
に
知
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
永
禄
五
年

（
一
五
六
二
）
に
は
右

田
甲
斐
入
道
の
養
子
で

あ
る
右
京
亮
が
逐
電
す
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
が
、
そ
の
給

地
三
〇
石
は
毛
利
氏
に
よ
っ
て
収
公
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
翌
六
年

三
月
に
右
田
隆
俊
に
安
堵
さ
れ
た
（
史
料
六
）。
三
輪
家
文
書
に

含
ま
れ
る
こ
の
一
件
に
関
す
る
三
点
の
文
書（

（（
（

は
、
こ
れ
ま
で
年
代

や
背
景
の
特
定
が
難
し
か
っ
た
が
、
こ
の
新
出
の
文
書
に
よ
り
、

庶
子
で
あ
る
甲
斐
入
道
―
右
京
亮
家
に
「
割
地
」
と
し
て
与
え
ら

れ
て
い
た
給
地
が
、
惣
領
隆
俊
の
も
と
に
戻
っ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
判
明
す
る
。

　

さ
て
、
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
に
豊
前
国
門
司
表
で
の
合
戦

に
参
戦
す
る
な
ど
毛
利
氏
に
対
す
る
軍
事
奉
公
も
果
た
し
て
い
た

隆
俊
は
、
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
十
二
月
右
田
妙
見
社
の
神

官
に
加
冠
状
を
出
し
た
の
を
最
後
に
史
料
上
か
ら
姿
を
消
す（

（（
（

。

　

そ
し
て
、
永
禄
十
三
年
（
一
五
七
〇
）
二
月
に
は
右
田
道
祖
千

代
丸
が
、
父
隆
俊
の
給
地
を
相
続
す
る
こ
と
が
元
就
か
ら
認
め
ら

れ
て
い
る
（
史
料
七
）。
翌
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
二
月
に
も

輝
元
か
ら
同
様
の
安
堵
状
を
与
え
ら
れ
て
い
る（

（（
（

が
、
こ
れ
は
元
就

の
病
状
が
悪
化
し
た
た
め
、
改
め
て
安
堵
を
申
請
し
た
の
で
は
あ

毛利元就・隆元連署安堵状（史料5）
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る
ま
い
か
。
さ
ら
に
、
右
田
道
祖
千
代
丸
は
天
正
七
年
（
一
五
七

九
）
松
崎
天
満
宮
十
月
会
の
際
、
毛
利
氏
の
代
官
を
務
め
て
い
る（

（（
（

か
ら
、
こ
の
頃
の
右
田
氏
は
元
服
前
の
道
祖
千
代
丸
を
惣
領
と
仰

が
ね
ば
な
ら
ぬ
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
に
な
る
と
右
田
八

郎
（
元
俊
）
が
帰
陣
し
た
輝
元
に
両
種
を
贈
り
（
史
料
八
）、
天

正
十
一
・
十
二
年
の
両
年
に
輝
元
の
名
代
と
し
て
松
崎
天
満
宮
十

月
会
に
出
仕
し
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
八
郎
元
俊
は
、
成
人
し
た
道
祖
千

代
丸
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
隆
俊
が
史
料
上
か
ら
姿
を
消
し
た

翌
年
の
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
八
月
に
長
門
一
二
両
社
放
生

会
正
分
役
の
下
行
銭
に
つ
い
て
指
示
さ
れ
た
毛
利
氏
家
臣
の
中

に
、
右
田
新
四
郎
と
い
う
人
物
が
い
る（

（（
（

。
こ
の
右
田
新
四
郎
は
、

某
年
に
輝
元
か
ら
「
当
城
」
を
堅
固
に
保
持
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ

た
際
の
肩
書
き
は
「
右
田
殿
代
」
と
な
っ
て
い
る（

（（
（

。
元
俊
が
成
人

す
る
ま
で
の
間
、
こ
の
新
四
郎
が
右
田
氏
当
主
の
名
代
を
務
め
て

い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
後
、
右
田
元
俊
は
天
正
年
間
に
は
、
門
司
城
の
在
番
を
務

め
る
か
た
わ
ら
（
史
料
一
〇
）、
土
豪
の
岸
本
氏
に
実
名
と
官
途

を
授
け
、
興
隆
寺
喜
教
坊
に
所
領
を
与
え
る（

（（
（

等
々
、
一
在
地
領
主

と
し
て
の
活
動
も
確
認
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
天
正
十
六
・

十
七
年
頃
右
田
氏
は
、
本
貫
地
で
あ
る
右
田
保
を
失
っ
た
可
能
性

が
高
い（

（（
（

。

　

天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
に
元
俊
は
、
輝
元
か
ら
八
郎
左
衛

門
尉
に
任
じ
ら
れ
た
（
史
料
九
）。
こ
れ
が
管
見
の
限
り
元
俊
及

び
右
田
氏
の
終
見
で
あ
る（

（（
（

。

お
わ
り
に

　

以
上
、「
新
出
右
田
家
文
書
」
を
翻
刻
・
紹
介
す
る
に
当
た
り
、

管
見
に
入
っ
た
右
田
氏
相
伝
文
書
を
復
元
す
る
と
共
に
、
右
田
氏

に
つ
い
て
素
描
し
て
み
た
。

　

右
田
氏
は
、
室
町
〜
戦
国
期
の
西
国
の
大
大
名
で
あ
る
大
内
氏

の
一
門
で
あ
り
な
が
ら
、
大
内
氏
滅
亡
時
に
は
宗
家
を
見
限
っ
て

毛
利
氏
の
家
臣
と
し
て
存
続
す
る
道
を
選
択
し
た
。
し
か
し
な
が
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ら
、
大
多
数
の
大
内
氏
旧
臣
と
同
じ
く
、
外
様
で
あ
る
右
田
氏
は

毛
利
氏
家
臣
と
し
て
は
重
要
な
地
位
を
築
く
こ
と
が
で
き
ず
、
天

正
末
年
に
は
そ
の
動
向
が
わ
か
ら
な
く
な
る
。
そ
の
末
裔
と
伝
え

る
家
は
萩
藩
士
と
し
て
存
続
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
右
田
と
い
う

苗
字
を
残
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
そ
の
相
伝
文
書

も
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
毛
利
氏
に
服
属
す
る
以
前

の
大
内
氏
時
代
の
も
の
は
皆
無
に
等
し
い
。

　

そ
う
し
た
状
況
に
鑑
み
る
と
、
今
回
紹
介
し
た
「
新
出
右
田
家

文
書
」
は
、
大
内
氏
滅
亡
時
の
貴
重
な
情
報
や
毛
利
氏
家
臣
と
し

て
の
右
田
氏
の
動
静
を
示
す
内
容
を
含
ん
で
お
り
、
大
変
有
意
義

な
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
記
述
で
曖
昧
に
し
て
き
た
大
内
氏
滅
亡

前
後
の
時
期
の
左
馬
助
と
伊
豆
守
の
関
係
に
つ
い
て
付
言
し
て
お

き
た
い
。

　

毛
利
氏
か
ら
右
田
氏
宛
の
文
書
に
お
い
て
、
宛
名
に
明
記
さ
れ

た
官
途
名
は
、
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
三
月
八
日
〜
十
一
日
の

間
に
左
馬
助
か
ら
伊
豆
守
に
変
わ
る
（
表
1
参
照
）。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　

①　

左
馬
助
＝
伊
豆
守
＝
隆
量

　
　

②　

左
馬
助
＝
伊
豆
守
＝
隆
俊

　
　

③　

左
馬
助
＝
伊
豆
守
＝
隆
量
＝
隆
俊

　
　

④　

左
馬
助
＝
隆
量
、
伊
豆
守
＝
隆
俊

　

①
に
つ
い
て
は
、
弘
治
三
年
末
以
降
の
伊
豆
守
は
隆
俊
と
考
え

る
の
が
妥
当
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
、
可
能
性
は
低
い
。
②
に
つ
い

て
は
、
弘
治
三
年
以
前
の
右
田
隆
俊
の
確
実
な
活
動
例
が
見
い
だ

せ
な
い
の
が
ネ
ッ
ク
と
な
る（

（（
（

。
③
に
つ
い
て
は
、
左
馬
助
の
花
押

と
隆
俊
の
花
押
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
一
応
別
人
と
考
え
て
お
き

た
い（

（（
（

。

　

よ
っ
て
、
消
去
法
な
が
ら
現
段
階
で
は
、
④
の
可
能
性
が
一
番

高
く（

（（
（

、
③
の
可
能
性
が
そ
れ
に
次
ぐ
と
考
え
て
お
き
た
い
。
こ
の

よ
う
な
背
景
と
し
て
は
、
右
田
氏
が
左
馬
助
隆
量
か
ら
伊
豆
守
隆

俊
へ
代
替
わ
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
毛
利
方
に
味
方
す
る
意
思
を

鮮
明
に
し
、
こ
の
難
局
を
乗
り
切
ろ
う
と
し
た
こ
と
な
ど
が
推
測

さ
れ
る（

（（
（

。
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一
〇
九

　

註
（
1
）
右
田
氏
に
関
す
る
専
論
は
な
い
が
、
右
田
氏
に
つ
い
て
言
及
し
た

主
な
著
書
・
論
考
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
①
近
藤

清
石『
大
内
氏
実
録
』（
一
八
九
一
年
。
一
九
七
四
年
復
刻
）。
②『
山

口
県
右
田
村
史
』（
御
薗
生
翁
甫
、一
九
五
四
年
）。
③
『
防
府
市
史
』

上
巻
（
御
薗
生
翁
甫
、
一
九
五
六
年
）。
④
『
毛
利
元
就
卿
伝
』（
マ

ツ
ノ
書
店
、
一
九
八
四
年
）。
⑤
『
防
府
市
史
』
通
史
Ⅰ　

原
始
・

古
代
・
中
世
（
防
府
市
史
編
纂
委
員
会
、
二
〇
〇
四
年
）。
⑥
中
司

健
一
「
大
内
氏
当
主
側
近
層
の
形
成
と
展
開
」（
鹿
毛
敏
夫
編
『
大

内
と
大
友
』〈
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
年
〉）。

（
2
）
萩
藩
士
の
御
郷
家
（
船
手
組
）、
三
輪
家
（
大
組
）、
原
田
家
（
大

組
）、
宇
野
家
（
大
組
）
は
右
田
氏
の
末
裔
と
伝
え
る
。
た
だ
し
、

宇
野
家
は
右
田
氏
の
直
接
の
子
孫
と
は
考
え
難
い
（
拙
稿
「
萩
藩
士

宇
野
家
と
陶
氏
の
系
譜
」〈『
史
学
研
究
』
二
五
四
、二
〇
〇
六
年
〉）。

（
3
）「
新
撰
大
内
氏
系
図
」（『
近
世
防
長
諸
家
系
図
綜
覧
』〈
マ
ツ
ノ
書

店
、
一
九
八
〇
年
復
刻
〉）
ほ
か
。

（
4
）『
鎌
倉
遺
文
』
一
一
六
三
～
一
一
六
五
号
。

（
5
）『
鎌
倉
遺
文
』
一
二
九
一
一
号
。
こ
の
文
書
は
、
本
文
中
に
名
が

見
え
る
前
周
防
国
目
代
本
智
房
俊
顕
の
在
職
期
間
か
ら
建
治
三
年

（
一
二
七
七
）～
弘
安
五
年（
一
二
八
二
）頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
6
）「
正
慶
乱
離
志
」
正
慶
二
年
三
月
条
（『
山
口
県
史
』
史
料
編
中
世

１
、六
六
頁
）。
以
下
、『
山
口
県
史
』
史
料
編
に
つ
い
て
は
、『
県
史
』

中
世
１
の
ご
と
く
略
記
す
る
。

（
7
）「
周
防
国
分
寺
文
書
」
九
四
号
（『
県
史
』
中
世
２
、四
二
七
頁
）。

（
8
）「
興
隆
寺
文
書
」
七
九
号
（『
県
史
』
中
世
３
、二
五
七
頁
）。

（
9
）『
吉
川
家
文
書
』
二
四
〇
号
。『
益
田
家
文
書
』
五
一
七
号
ほ
か
。

（
10
）「
常
栄
寺
文
書
」
六
四
号
（『
県
史
』
中
世
３
、三
五
四
頁
）。

（
11
）「
興
隆
寺
文
書
」
二
三
七
・
二
三
八
号
（『
県
史
』
中
世
３
、三
二
二

～
三
二
六
頁
）。

（
12
）「
佐
田
家
文
書
」
五
九
・
六
〇
号
（『
熊
本
県
史
料
』
中
世
篇
二
、

一
九
三
頁
）。

（
13
）「
大
内
氏
実
録
土
代
」
巻
十
一
（『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』

二
八
、七
五
頁
）
ほ
か
。

（
14
）「
長
門
国
守
護
職
次
第
」（『
県
史
』
中
世
１
、六
〇
五
頁
）。

（
15
）「
到
津
家
文
書
」二
四
二
号（『
大
分
県
史
料
』１
、二
五
五
頁
）。「
大

内
氏
掟
書
」
一
五
条
（『
中
世
法
制
史
料
集
』
３　

武
家
家
法
Ⅰ
、
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一
一
〇

四
四
頁
）。

（
16
）「
安
富
家
文
書
」（
写
は
「
安
富
家
証
文
」
一
五
号
〈『
山
口
県
文

書
館
研
究
紀
要
』
二
七
、六
七
頁
〉）。

（
17
）「
忌
宮
神
社
文
書
」（『
長
門
国
二
ノ
宮
忌
宮
神
社
文
書
』、
一
九
〇

頁
）。

（
18
）「
正
任
記
」
文
明
十
年
十
月
二
十
日
条
（『
県
史
』
中
世
１
、

三
五
一
頁
）。

（
19
）「
興
隆
寺
文
書
」
七
八
号
（『
県
史
』
中
世
３
、二
五
五
頁
）。「
大

内
氏
掟
書
」
一
二
二
条
（『
中
世
法
制
史
料
集
』
３　

武
家
家
法
Ⅰ
、

八
一
頁
）。

（
20
）「
防
府
天
満
宮
文
書
」
二
一
八
号
（『
県
史
』
中
世
２
、六
〇
二
頁
）。

「
興
隆
寺
文
書
」
一
五
五
号
（『
県
史
』
中
世
３
、二
九
六
頁
）。

（
21
）『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
八
二
末
武
与
五
郎
５
。

（
22
）「
明
応
九
年
三
月
五
日
将
軍
御
成
雑
掌
注
文
」（『
県
史
』
中
世
１
、

六
四
二
頁
）。
な
お
、『
県
史
』
で
は
「
右
田
孫
三
郎
」
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
「
右
田
弥
三
郎
」
の
誤
植
で
あ
る
。

（
23
）「
渡
辺
家
文
書
」
一
号
（『
県
史
』
中
世
４
、六
七
四
頁
）。

（
24
）
袖
判
の
主
は
興
量
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
も
興
量
が
叔

父
弘
如
の
影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

（
25
）
永
正
九
年
（
一
五
一
二
）
に
大
内
義
興
に
従
っ
て
在
京
し
て
い
た

「
右
田
弥
六
」
と
い
う
人
物
も
い
る
が
、
実
名
や
系
譜
上
の
位
置
づ

け
は
不
明
で
あ
る（「
実
隆
公
記
」永
正
九
年
四
月
二
十
一
日
条〈『
県

史
』
中
世
１
、二
八
七
頁
〉）。

（
26
）「
山
口
大
神
宮
文
書
」
一
号
（『
県
史
』
中
世
２
、九
一
〇
頁
）。「
渡

辺
家
文
書
」
二
号
（『
県
史
』
中
世
４
、六
七
四
頁
）。「
大
内
氏
掟
書
」

一
七
五
条
（『
中
世
法
制
史
料
集
』
３　

武
家
家
法
Ⅰ
、一
一
一
頁
）。

（
27
）『
防
長
風
土
注
進
案
』
13
、
一
一
七
頁
。「
防
府
天
満
宮
文
書
」

二
四
七
号
（『
県
史
』
中
世
２
、六
一
七
頁
）。「
大
願
寺
文
書
」
四
四

号
（『
広
島
県
史
』
古
代
中
世
資
料
編
Ⅲ
、
一
二
〇
〇
頁
）
ほ
か
。

（
28
）「
山
野
井
家
文
書
」
一
〇
号
（『
広
島
県
史
』
古
代
中
世
資
料
編
Ⅳ
、

一
二
四
頁
）。
有
川
宜
博
「
大
内
時
代
の
宇
佐
郡
衆
と
妙
見
岳
城
督

︱
分
藤
氏
寄
贈
萩
原
文
書
の
紹
介
を
か
ね
て
︱
」（『
北
九
州
市
立
自

然
史
・
歴
史
博
物
館
研
究
報
告
Ｂ
類
（
歴
史
）』
１
、二
〇
〇
四
年
）

ほ
か
。

（
29
）「
田
村
家
文
書
」
六
六
～
七
〇
号
（『
新
修
福
岡
市
史
』
資
料
編
中

世
①
、
九
〇
一
～
九
〇
三
頁
）。
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一
一
一

（
30
）
偽
文
書
な
が
ら
、
こ
の
右
田
氏
は
、「
長
門
国
右
田
嶽
守
護
右
田

太
郎
弘
貞
」
の
後
裔
と
称
す
る
文
書
を
伝
え
、
戦
国
期
に
大
友
氏
配

下
の
院
内
衆
の
一
人
と
し
て
活
動
し
た
「
左
馬
助
」
を
名
乗
る
者
も

い
る
な
ど
、
周
防
右
田
氏
と
の
関
係
も
う
か
が
わ
せ
る
（「
右
田
家

文
書
」
参
考
一
・
一
六
〈『
新
修
福
岡
市
史
』
資
料
編
中
世
①
、

一
八
三
・
一
八
七
頁
〉）。

（
31
）「
防
府
天
満
宮
文
書
」
二
五
〇
号
（『
県
史
』
中
世
２
、六
一
八
頁
）。

（
32
）『
山
内
首
藤
家
文
書
』
一
九
八
号
（
写
は
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻

一
三
山
内
縫
殿
259
）。「
乃
美
家
文
書
」
八
七
号
（『
新
熊
本
市
史
』

史
料
編
二
、六
一
〇
頁
）。
な
お
、
天
文
末
年
に
大
内
義
隆
や
義
長
の

名
代
と
し
て
仁
壁
・
今
八
幡
両
社
や
松
崎
天
満
宮
の
祭
礼
に
臨
ん
だ

右
田
右
京
亮
も
い
る
（「
大
内
殿
滅
亡
之
次
第
」〈『
県
史
』
中
世
１
、

七
四
四
頁
〉。「
防
府
天
満
宮
文
書
」
二
五
三
号
〈『
県
史
』
中
世
２
、

六
二
〇
頁
〉）。

（
33
）『
毛
利
家
文
書
』
三
九
七
号
。

（
34
）
前
掲
註
５
『
鎌
倉
遺
文
』
一
二
九
一
一
号
。

（
35
）「
周
防
国
分
寺
文
書
」
一
〇
九
号
（『
県
史
』
中
世
２
、四
三
三
頁
）。

「
安
富
家
文
書
」（
写
は
「
安
富
家
証
文
」
一
九
号
〈『
山
口
県
文
書

館
研
究
紀
要
』二
七
、六
八
頁
〉）。「
興
隆
寺
文
書
」一
九
号（『
県
史
』

中
世
３
、二
三
六
頁
）。『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
七
一
小
野
貞
右
衛
門
32
。

「
常
栄
寺
文
書
」
九
号
（『
県
史
』
中
世
３
、三
四
〇
頁
）。

（
36
）
前
掲
註
１
『
防
府
市
史
』
通
史
Ⅰ　

原
始
・
古
代
・
中
世
、

三
〇
三
頁
。

（
37
）『
防
長
風
土
注
進
案
』
９
、五
七
五
頁
。
御
薗
生
翁
甫
『
防
長
古
城

趾
の
研
究
』（
マ
ツ
ノ
書
店
、
一
九
七
五
年
）。
な
お
、
時
期
に
よ
っ

て
館
が
移
動
し
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
註
36
『
防
府

市
史
』、
三
〇
八
頁
）。

（
38
）「
厚
母
家
文
書
」
一
号
（『
県
史
』
中
世
３
、九
八
頁
）。
前
掲
註
36

『
防
府
市
史
』、
三
〇
八
頁
。

（
39
）
例
え
ば
、宝
徳
二
年
（
一
四
五
〇
）
二
月
十
三
日
「
国
々
御
代
官
」

が
連
署
し
た
法
度
の
最
奥
に
署
判
し
た
「
弘
直
」
は
、
消
去
法
で
ゆ

く
と
右
田
氏
の
可
能
性
が
あ
る
（「
興
隆
寺
文
書
」
七
六
号
〈『
県
史
』

中
世
３
、二
五
三
頁
〉）。
ま
た
系
図
で
は
、
石
見
国
守
護
代
を
務
め

た
弘
直
の
子
盛
直
や
弘
房
の
孫
貞
俊
も
邇
摩
郡
代
で
あ
っ
た
と
伝
え
る
。

（
40
）「
譜
録
」
み
62
三
輪
善
兵
衛
正
在
。「
広
崎
家
文
書
」
五
号
（『
大

分
県
史
料
』
８
、一
三
九
頁
）。
周
防
国
分
寺
蔵
「
興
隆
寺
文
書
」
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一
一
二

二
九
号
（『
県
史
』
中
世
２
、四
五
〇
頁
）。「
周
防
国
分
寺
文
書
」

一
〇
八
号
（『
県
史
』
中
世
２
、四
三
二
頁
）
ほ
か
。

（
41
）「
渡
辺
家
文
書
」
一
号
（『
県
史
』
中
世
４
、六
七
四
頁
）。
な
お
、

上
層
家
臣
は
史
料
上
で
は
「
年
寄
中
」
と
表
現
さ
れ
る 

（
周
防
国
分

寺
蔵
「
興
隆
寺
文
書
」
一
六
号
〈『
県
史
』
中
世
２
、四
四
五
頁
〉）。

（
42
）
こ
の
点
に
関
し
て
、
弘
治
四
年
（
一
五
五
八
）
の
右
田
隆
俊
本
領

当
知
行
分
の
中
に
「
従
隆
俊
家
対
陶
家
割
分
地
」
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
注
目
さ
れ
る（
前
掲
註
40「
周
防
国
分
寺
文
書
」一
〇
八
号
）。

こ
れ
は
、
戦
国
期
に
至
っ
て
も
、
惣
領
家
の
右
田
氏
か
ら
庶
子
家
の

陶
氏
に
対
し
て
本
領
が
割
き
与
え
ら
れ
（
そ
の
給
付
分
に
関
し
、
陶

氏
は
庶
子
と
し
て
惣
領
右
田
氏
に
対
し
て
役
の
負
担
義
務
を
負
っ
）

て
い
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
関
連
史
料
が
な
い
た
め
断
定
は
で

き
な
い
が
、
当
該
期
に
お
い
て
も
右
田
氏
と
陶
氏
と
の
惣
庶
関
係
が

続
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
興
味
深
い
事
例
か
も
し
れ
な
い
。

（
43
）
例
え
ば
、
陶
弘
房
が
康
正
三
年
（
一
四
五
七
）
に
戦
死
し
た
右
田

弘
篤
家
を
い
っ
た
ん
継
い
だ
が
、
の
ち
陶
家
に
復
帰
し
、
右
田
家
に

は
次
男
弘
詮
を
残
し
た
と
い
う
説
は
、
信
頼
で
き
る
史
料
に
も
と
づ

く
限
り
、
事
実
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
前
掲
註
２
拙
稿
）。

（
44
）「
多
々
良
盛
衰
記
」（『
県
史
』
中
世
１
、七
九
九
頁
）。

（
45
）
前
掲
註
36
『
防
府
市
史
』
三
〇
四
～
三
〇
六
頁
。

（
46
）『
防
長
風
土
注
進
案
』
10
、
五
九
五
頁
。「
渡
辺
家
文
書
」
一
～
四

号
（『
県
史
』
中
世
４
、六
七
四
～
六
七
五
頁
）
ほ
か
。

（
47
）
原
文
書
は
、現
在
も
子
孫
の
家
に
伝
わ
る
。『
県
史
』
中
世
２
、『
防

府
市
史
』
史
料
Ⅰ
、『
萩
藩
閥
閲
録
』
３
（
巻
一
三
七
御
郷
助
左
衛
門
）

に
収
録
。

（
48
）『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
一
三
七
御
郷
助
左
衛
門
〈
系
譜
書
〉。

（
49
）「
山
口
大
神
宮
文
書
」
一
号
（『
県
史
』
中
世
２
、九
〇
九
頁
）。

（
50
）
前
掲
註
40
「
周
防
国
分
寺
文
書
」
一
〇
八
号
。
前
掲
註
36
『
防
府

市
史
』、
三
〇
九
頁
。

（
51�

）
写
は
「
譜
録
」
み
62
三
輪
善
兵
衛
正
在
に
あ
る
。
表
１
の
文
書
番

号
17
・
20
・
26
の
原
文
書
は
「
周
防
国
右
田
家
文
書
」
と
し
て
古
書

市
場
に
出
た
こ
と
が
あ
る
が
、
現
在
は
所
在
不
明
（『
弘
文
荘
待
賈
古

書
目
』
四
四
、一
四
二
頁
。『
日
本
の
古
文
書
』〈
弘
文
荘
、
一
九
八
一 

年
〉
九
九
頁
ほ
か
）。
管
見
の
限
り
、
未
翻
刻
。

（
52�
）
写
が
「
譜
録
」
は
83
原
田
甚
右
衛
門
勝
俊
に
あ
る
。
原
文
書
の
所

在
は
不
明
で
、
管
見
の
限
り
未
翻
刻
。
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一
一
三

（
53�
）
田
村
哲
夫
校
訂
『
毛
利
元
就
軍
記
考
証　

新
裁
軍
記
』（
マ
ツ
ノ
書

店
、
一
九
九
三
年
）
に
収
録
。

（
54
）「
右
田
毛
利
分
限
帳
」（『
防
府
市
史
』
史
料
Ⅱ
、
三
七
三
頁
）。

（
55
）
写
が
『
防
長
風
土
注
進
案
』
10
、『
防
府
市
史
』
史
料
Ⅰ
に
収
録
。

ま
た
、
表
１
の
文
書
番
号
14
の
案
文
や
30
の
原
文
書
は
周
防
国
分
寺

に
伝
わ
る
（「
周
防
国
分
寺
文
書
」
一
〇
八
・
一
〇
九
号
〈『
県
史
』

中
世
２
、四
三
二
・
四
三
三
頁
〉）。

（
56
）『
防
長
風
土
注
進
案
』
10
、
一
六
〇
頁
。

（
57
）『
県
史
』
中
世
３
、「
防
長
寺
社
証
文
」（『
萩
藩
閥
閲
録
』
４
）、『
防

長
風
土
注
進
案
』
13
、『
常
栄
寺
史
料
』
に
収
録
。

（
58
）『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
35　

山
口
県
（
角
川
書
店
、
一
九
九
一

年
）
ほ
か
。

（
59
）「
御
郷
家
文
書
」
一
・
二
号
（『
県
史
』
中
世
２
、六
六
六
頁
）。

（
60
）「
市
川
家
証
文
」（
前
掲
註
53
『
新
裁
軍
記
』、
四
五
六
頁
）。

（
61
）
こ
の
よ
う
な
大
内
氏
滅
亡
時
の
右
田
氏
の
行
動
原
理
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
が
重
要
な
研
究
課
題
で
あ
る
。

（
62
）『
防
長
風
土
注
進
案
』
10
、
一
五
七
・
五
九
九
頁
。

（
63
）「
市
川
家
証
文
」（
前
掲
註
53
『
新
裁
軍
記
』、
四
五
七
頁
）。

（
64
）『
防
長
風
土
注
進
案
』
10
、
一
五
七
・
五
九
九
頁
。

（
65
）「
周
防
国
分
寺
文
書
」六
一
・
一
〇
八
・
一
〇
九
号（『
県
史
』中
世
２
、

四
一
八
・
四
三
二
・
四
三
三
頁
）。

（
66
）
表
１
の
文
書
番
号
17
・
19
・
20
。
前
掲
註
51
参
照
。

（
67
）「
御
郷
家
文
書
」
三
号
（『
県
史
』
中
世
２
、六
六
六
頁
）。「
渡
辺
家

文
書
」
四
号
（『
県
史
』
中
世
４
、六
七
五
頁
）。

（
68
）『
防
長
風
土
注
進
案
』
10
、
一
五
八
・
六
〇
〇
頁
。

（
69
）「
防
府
天
満
宮
文
書
」
二
八
二
号
（『
県
史
』
中
世
２
、六
三
六
頁
）。

（
70
）「
防
府
天
満
宮
文
書
」
二
八
六
・
二
八
七
号
（『
県
史
』
中
世
２
、

六
三
八
・
六
三
九
頁
）。『
防
長
風
土
注
進
案
』10
、一
五
七
・
六
〇
〇
頁
。

（
71
）「
忌
宮
神
社
文
書
」
七
九
号
（『
県
史
』
中
世
４
、一
六
八
頁
）。

（
72
）「
譜
録
」
み
62
三
輪
善
兵
衛
正
在
。

（
73
）『
防
長
風
土
注
進
案
』
10
、
五
九
五
頁
。
周
防
国
分
寺
蔵
「
興
隆
寺

文
書
」
一
六
号
（『
県
史
』
中
世
２
、四
四
五
頁
）。

（
74�

）
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
に
氏
神
の
右
田
妙
見
社
の
田
地
坪
付

を
出
し
て
い
る
の
は
、
右
田
氏
で
は
な
く
大
内
氏
時
代
に
長
門
守
護

代
を
務
め
た
内
藤
氏
で
あ
る
（「
渡
辺
家
文
書
」
五
号
〈『
県
史
』
中

世
４
、六
七
五
頁
〉）。
ま
た
、
右
田
保
内
田
ノ
口
の
土
豪
岸
本
家
の
文



周
防
右
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一
一
四

書
で
は
、
右
田
氏
の
発
給
文
書
は
天
正
十
四
年
を
最
後
に
見
え
な
く

な
り
、
遅
く
と
も
天
正
十
七
年
以
降
は
、
や
は
り
内
藤
氏
が
権
益
の

保
障
者
と
な
っ
て
い
る
（『
防
長
風
土
注
進
案
』
10
、
五
九
五
～

五
九
六
頁
）。
参
考
ま
で
に
、
後
世
の
史
料
な
が
ら
、
惣
国
検
地
の
結

果
を
反
映
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る「
八
箇
国
時
代
分
限
帳
」に
お
い
て
、

「
右
田
左
馬
助
」
が
出
雲
国
大
原
郡
で
二
〇
石
余
、「
右
田
八
右
衛
門
」

が
長
門
国
阿
武
郡
で
一
五
〇
石
余
を
知
行
し
て
い
る
（
岸
浩
『
資
料

毛
利
氏
八
箇
国
御
時
代
分
限
帳
』〈
マ
ツ
ノ
書
店
、
一
九
八
七
年
〉）。

惣
国
検
地
の
過
程
で
知
行
替
さ
れ
た
も
の
か
。

（
75�

）
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
の
周
防
国
衙
土
居
内
土
貢
米
等
注
文
の

中
に
「
右
田
蔵
人
丞
」
の
名
が
見
え
る
が
、
周
防
右
田
氏
と
の
関
わ

り
も
含
め
、詳
細
は
わ
か
ら
な
い（「
東
大
寺
文
書
」１

−

５

−

１８４〈『
防

府
市
史
』
史
料
Ⅰ
、
六
三
一
～
六
三
六
頁
〉）。

（
76�

）
天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）
と
推
定
さ
れ
る
七
月
三
日
付
大
内
氏

奉
書
の
奉
者
に
「
隆
俊
」
が
い
る
が
、
こ
の
隆
俊
が
右
田
氏
だ
と
い

う
確
証
は
な
い
（『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
一
三
〇
吉
原
市
兵
衛
13
）。

（
77�

）
た
だ
し
、
花
押
が
異
な
っ
て
い
て
も
同
一
人
物
の
可
能
性
は
残
る

し
、
両
者
の
花
押
の
形
状
に
は
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
（「
正
法
寺
文

書
」
六
一
号
〈『
県
史
』
中
世
３
、七
八
三
頁
〉。「
渡
辺
家
文
書
」
四

号
〈『
県
史
』
中
世
４
、六
七
五
頁
〉）。

（
78�

）
親
子
も
し
く
は
二
代
に
わ
た
り
、
同
じ
主
君
の
偏
諱
を
受
け
た
例

は
他
に
も
あ
る
。
例
え
ば
、
大
内
義
興
の
重
臣
杉
興
宣
の
子
は
興
相

で
あ
る
（『
上
杉
家
文
書
』
四
二
四
号
）。

（
79�

）
毛
利
氏
が
敗
北
し
た
場
合
は
、
隆
量
が
表
舞
台
に
返
り
咲
く
と
い

う
選
択
肢
が
残
る
こ
と
に
な
る
。

　

凡
例

一�　

文
書
の
配
列
は
編
年
順
と
し
、
年
代
が
特
定
で
き
な
か
っ
た
も
の
は

末
尾
に
配
し
た
。

一�　

字
体
は
、
常
用
漢
字
表
・
人
名
用
漢
字
用
別
表
の
字
体
に
拠
り
、
そ

れ
以
外
の
漢
字
（
い
わ
ゆ
る
表
外
漢
字
）
は
、
適
宜
処
理
し
た
。

一�　

校
訂
者
の
加
え
た
註
の
う
ち
、校
訂
註
に
は〔　

〕、説
明
註
に
は（　

）

を
用
い
た
。



周
防
右
田
氏
の
相
伝
文
書
に
つ
い
て
（
和
田
）

一
一
五

一　

毛
利
元
就
・
隆
元
連
署
書
状
（
折
紙
）

御
折
紙
拝
見
候
、
山
口
之
趣
示
給
候
、
具
承
知
候
、
さ
て
ハ
屋
形

を
内
藤
手
籠
候
而
高
嶺
へ
登
城
候
哉
、
姫
山
を
ハ
明
退
候
哉
、
然

間
於
于
今
者
動
急
候
而
可
然
之
由
蒙
仰
候
、
得
其
心
候
、
少
茂
油

断
有
間
敷
候
、
今
日
茂
福
原
・
志
道
以
下
進
之
置
候
間
、
万
事
頼

申
候
、
急
度
陣
替
可
仕
候
、
猶
追
々
可
申
承
候
条
先
閣
筆
候
、

恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

三
月
十
日　
　
　
　
　
　

隆
元
（
花
押
１
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
就
（
花
押
２
）

　
　
　
　
　

右
田
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

御
返
報

二　

毛
利
元
就
・
隆
元
連
署
書
状
（
折
紙
）

追
々
御
折
紙
拝
見
候
、
氷
上
之
儀
被
仕
取
人
数
被
差
籠
、
被
相
動

之
由
可
然
候
、
此
方
加
勢
之
儀
承
候
、
福
原
・
志
道
以
下
明
日
至

氷
上
表
早
々
可
罷
出
旨
申
付
候
、
被
仰
談
可
被
相
動
候
、
我
等
事

明
日
至
其
表
可
令
着
陣
候
、
聊
無
油
断
候
、
左
候
間
弥
行
等
手
堅

可
被
仰
付
事
肝
要
候
、
猶
期
面
上
候
間
、
不
能
詳
候
、
恐
々
謹

言
、

　
　
　
　

三
月
十
一
日　
　
　
　
　

隆
元
（
花
押
３
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
就
（
花
押
４
）

　
　
　
　

右
田
伊
豆
守
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

御
返
報

三　

毛
利
隆
元
書
状
（
折
紙
）

　
　

尚
々
た
そ
一
人
只
今
可
給
候
、
万
事
可
申
談
候

く
、

（
周
防
国
吉
敷
郡
）

（
大
内
義
長
）

（
隆
世
）

（
周
防
国
吉
敷
郡
）

（
周
防
国
吉
敷
郡
）

（
貞
俊
）

（
元
保
）

（
弘
治
三
年
）

毛
利

同
右
馬
頭

（
周
防
国
吉
敷
郡
）

（
貞
俊
）

（
元
保
）

（
弘
治
三
年
）

備
中
守

右
馬
頭

（
隆
俊
）

新
出
右
田
家
文
書
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一
一
六

御
状
於
途
中
拝
見
候
、
高
嶺
之
儀
退
散
之
由
、
只
今
注
進
候
、
先

以
可
然
候
、
我
等
事
只
今
至
天
満
宮
令
陣
替
候
、
軈
而
以
使
者
可

申
入
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

三
月
十
二
日　
　
　
　
　

隆
元
（
花
押
５
）

　
　
　
　

右
田
殿

　
　
　
　
　
　
　

御
返
報

四　

毛
利
元
就
書
状

今
日
罷
立
候
、
今
度
者
別
而
御
懇
之
儀
誠
本
望
候
、
来
秋
者
頓
罷

下
可
申
談
候
、
弥
御
入
魂
憑
申
計
候
、
猶
此
者
可
申
候
、
恐
々
謹

言
、

　
　
　
　

卯
月
廿
三
日　
　
　
　
　

元
就
（
花
押
６
）

　
　
　

右
田
殿

　
　
　
　
　
　
　

御
宿
所

五　

毛
利
元
就
・
隆
元
連
署
安
堵
状

周
防
国
佐
波
郡
右
田
保
内
田
数
四
拾
七
町
玖
段
半
余
分
銭
百
四
拾

三
貫
八
百
九
拾
文
足
・
同
国
同
郡
新
引
田
之
内
田
数
肆
町
壱
段
半

分
銭
拾
五
貫
九
百
六
拾
文
足
・
同
国
同
郡
右
田
保
国
領
分
下
小
野

内
田
数
五
町
三
段
大
分
銭
拾
七
貫
九
百
四
拾
文
足
・
同
国
同
郡
公

文
名
田
数
三
町
半
分
銭
拾
七
貫
百
文
足
等
地
之
事
、
御
本
地
之
由

承
候
、
令
合
点
候
、
全
御
知
行
肝
要
候
、
仍
一
行
如
件
、

　
　

永
禄
三
年
八
月
七
日　
　
　
　

隆
元
（
花
押
７
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
就
（
花
押
８
）

　
　
　
　
　

右
田
伊
豆
守
殿

六　

毛
利
元
就
・
隆
元
連
署
書
状

対
同
名
甲
斐
入
道
割
分
下
地
参
拾
石
足
事
、
彼
養
子
右
京
亮
逐
電

（
周
防
国
吉
敷
郡
）

（
周
防
国
佐
波
郡
）

（
弘
治
三
年
）

　

毛
利

（
隆
俊
）

（
弘
治
三
年
）

（
隆
俊
）

（
隆
俊
）

（
右
田
）
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一
一
七

之
条
、
於
于
今
者
無
相
違
可
有
知
行
事
肝
要
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　

永
禄
六
年
三
月
廿
五
日　
　
　

隆
元
（
花
押
９
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
就
（
花
押
10
）

　
　
　
　

右
田
伊
豆
守
殿

七　

毛
利
元
就
安
堵
状

親
父
隆
俊
給
地
之
事
、
近
年
任
手
次
進
之
置
候
、
無
相
違
可
有
御

知
行
事
肝
要
候
、
仍
一
行
如
件
、

　
　

永
禄
十
三
年
二
月
廿
二
日　
　

元
就
（
花
押
11
）

　
　
　
　

右
田
才
千
代
丸
殿

八　

毛
利
輝
元
書
状

就
帰
陣
之
儀
、
両
種
被
送
越
候
、
祝
着
之
至
候
、
上
表
之
儀
令
和

平
無
事
之
姿
候
、
委
曲
従
国
司
右
京
亮
所
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

七
月
十
日　
　
　
　
　
　

輝
元
（
花
押
12
）

　
　
　
　
　

右
田
八
郎
殿

九　

毛
利
輝
元
官
途
書
出

　
　

任　
　
　
　

八
郎
左
衛
門
尉

　

天
正
十
九
年
霜
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　

（
花
押
13
）

　
　
　
　
　
　
　

右
田
八
郎
殿

一
〇　

毛
利
輝
元
書
状
（
折
紙
）

門
司
在
番
之
儀
、
堅
固
被
相
勤
之
由
肝
要
候
、
弥
不
可
有
緩
候
、

委
細
財
新
右
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

卯
月
廿
六
日　
　
　
　
　

輝
元
（
花
押
14
）

（
隆
俊
）

（
右
田
）

（
元
俊
）

（
元
武
）

（
天
正
十
年
）

（
元
俊
）

（
毛
利
輝
元
）

（
元
俊
）

（
豊
前
企
救
郡
）

（
財
満
）
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一
一
八

　
　
　
　
　

右
田
八
郎
殿

一
一　

毛
利
元
就
・
隆
元
連
署
書
状
第
二
紙
（
断
簡
）

「　
　
　
　

（
墨
引
）　　
　

毛
利
備
中
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毛
利
右
馬
頭

　
　
　

右
田
伊
豆
守
殿　
　
　
　
　

隆
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
宿
所　
　
　
　
　
　

」

一
二　

毛
利
元
就
書
状
第
二
紙
（
断
簡
）

「　
　
　
　

（
墨
引
）　　
　

毛
利
右
馬
頭

　
　
　

右
田
伊
豆
守
殿　
　
　
　
　

元
就

　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
宿
所　
　
　
　
　
　

」

一
三　

毛
利
隆
元
書
状
第
二
紙

「　
　
　
　

（
墨
引
）

　
　
　

右
田
伊
豆
守
殿　
　
　
　
　

隆
元　
　

」

（
元
俊
）

（
第
二
紙
切
封
ウ
ワ
書
）（

隆
俊
）

（
第
二
紙
切
封
ウ
ワ
書
）（

隆
俊
）

（
第
二
紙
切
封
ウ
ワ
書
）（

隆
俊
）
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一
一
九

花
押
一
覧

3 2 1

14 13 12

7 6 5 4

11 10 9 8




